
国宝修理関係書類  （大正４～６年） 

明治維新後、新政府は明治元年に太政官布告『神仏分離令』を発しました。 

 

これ自体は決して仏教排斥を意図したものではありませんでしたが、これを

きっかけとして廃仏毀釈運動とも呼ばれる民間の運動が起こります。 

 

全国で寺院の破壊、神社地内の仏像や仏具の撤去が進み、伝来の仏像・仏具、

古建築などの多くが散逸、破壊され、あるいは国外に流出しました。 

 

 明治３０年、政府は『古社寺保存法』を制定して、寺社の建造物、宝物類の

保護にあたりました。 

 

 佐賀県においても、古社寺保存法で指定された国宝のうち、 

・木造四天王像（武雄市 広福護国禅寺） 

・木造薬師如来坐像（玄海町 東光寺） 

・木造阿弥陀如来坐像 木造阿弥陀如来坐像 木造阿薬師如来坐像（鹿島市 蓮

厳院） 

・木造釈迦如来坐像 木造聖観音立像（吉野ヶ里町 東妙寺）  

・木造円鑑禅師坐像（佐賀市 高城寺） 

を大正４年度に国の補助事業で修理しています。 

 

 この修理は「美術院」が、武雄の広福護国禅寺の仮工場（工場主任・國米元

俊）で、行いました。この修理は美術院初代院長新納忠三郎が修理監督してお

り、九州地方の国宝修理は、佐賀のほか、福岡、熊本でも大正４年に実施され

ています。 
 

 歴史的文書閲覧室が保存している『国宝修理関係書類』には、その際の国宝

搬出申請、補助金管理方法、国宝修繕受負契約書、国宝修繕設計書等があり、

その現状と破損状況と修理方法、費用が記載されています。 

 

 これら国宝は、昭和２５年の『文化財保護法』により『重要文化財』に指定

（昭和２５年８月２９日）されました。 

 
 
 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 

            
           国宝修繕仏像図解 (円鑑禅師坐像･高城寺) 

※ 赤は修繕箇所 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 

        
 

円鑑禅師坐像 
（国指定重要文化財・佐賀県立博物館寄託） 


